区 C/C/O/ だ 


VHF FM TRANSCEIVER 


. DR-II2SX/MXX/HX 


「 UHF FM TRANSCEIVER 


DRH-4125XX/M 錠 /HX 


VHF FM TRANSCEIVER 


DRH-I1085XX/HX 


UHF FM TRANSCEIVER 


DRH-4105X/HX 


取扱 説明 書 


COL トラン シー バー を お 買上 げ い た だ きま し て あ 

り が と う ご ざ いま す 。 

i 本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 使用 いた だ く 
た め 、 ご の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み 下さ 
い 。 ま た ご の 取扱 説明 療 は 必ず 保存 下さ い 。 ご 使用 中 の 


3 gm し ) 電子 株 式 会 社 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 お 役に立ち ます 。 
還 = 
号 ツ イン 21MID ビ ル 23 磨 人 06-946-8140( 代 ) II 
号 サン シャ イン 6022 落 号 03-983-9361 (代表 ) 


札 述 時 計 人 台 ビ ル 4 麻 931-281-7712 (代表 ) し 」 
1 し イ つ ココ 電 了 株 式 会 社 
ビル 15. 富 052-212-0541( 代 
ン テ ス 人 092-222-0233( 代 表 ) PS00848 ・ 

号 時 3 博多 笠 上 ルビ ル 10 階 な 092-473-8034 (代表 ) 


ーー 人 TO 宏和 3 本 119 9 シシ ャ イン 822 虹 な 09369S351CRS F0688T21001000⑥ この 無線 機 を 使用 する に は 、 部 政 滞 の アマ チュア 無線 局 の 名 許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 


16. 定 格 。。= = = 上 


/ 本 機 の 特長 モデ ル VHF 機 UHF 機 
仕様 SX MX HX SX MX HX 
画 夜 問 照明 付 ④ プ ライ オリ ティ ー 周 波 数 範 囲 44…146 MHz 430-440 MHz 
操作 パネ ル 上 の つま みや 操作 ポ ボタン は , 和 夜間 の モー ビ 特定 の 周波 数 を 5 秒 に 1 回 受信 する プラ イオ リ 電 流 式 F3 (FM) 
ル 運 用 に 最適 な よう に , 見 や すい 照明 付 で す 。 ティ ー 獲 能 で す 。 アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 509 
特に ピア ノ タ ッ チ 操作 が タン は , ライ トブ ルー の シャ これ ら の スキ ャ ン は , モー ド に よっ て , 「VFO プラ イ 山 し 加 源 電 圧 DC 13.8V 
ワー ライ トイ ルミ ネー ショ ン 付 で す 。 オリ ティ ー」「 メ モリ ー ブ ラ イオ リティ ー」「 コ ー ル ブ - 相 下り チン ネル 14CH 
ライ オリ ティ ー」 の 3 つが あり ます 。 邊 欄 消費 送信 約 2.8A | 約 5A 約 9.5A 約 3.5A 約 6A 約 10A 
年 液 昌 電流 受信 約 05A | 約 O5A | 約 05A 約 05A | 約 05A | 約 05A 
DR_112SXZMXCHDR-412SXZMX/HKX は モノ トー 国 チ ャ ン ネ ルス テッ プ は 6 種類 」 寸法 (突起 物 な し )| ix40X180m) | 0X40X10(m) | 10X40DX190(m) || 140x40x148(W) | 140x40xI20(m) | iDx40X190(W) 
ン 凌 時 DR-110SX/HX.DR-410SX/HX' は カラ ー 流 昌 VFO モー ド で ステ ッ プ UP (X は DOWN) きま せる チャ と 重 量 | 約 950g | 約 1100g | 約 100g || 区 950g | 約 1.100g | 約 1100g 
を 採用 し て いま す 。 周波 数 ・ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル ・ レ ビー ン ネ ルス テッ プ は , 5kHz/10 kHz/12.5 kHz/15 送信 HI _ | 10W | 25W 45W 10W_ | 25W_ | 35W 
ター 動作 ・ ト ー ン 動作 ・S/RF の グラ フィ ッ ク 表 示 等 は 。 kHz/20 kHz/25 kHz の 6 種類 の 中 か ら 寿 意 に 選ぶ ご と 送 | 出 カ LOW 約 1W 約 5W 約 5W 約 1W 約 5W 約 5W 
昼夜 を 問わ ず 快適 な モー ビル QSO を 実現 し ます 。 が で きま す 。 計 変 ” 調 方 式 リア クタ ンス 変調 
部 最大 周波 数 偏 移 ョ a 5kHz_ に 
画 ロ ッ ク 付 マ イク を 標準 装備 弄 ト ー ン スケ ル チ 運 用 も 対応 (オプ ショ ン ) スプ リア ス 発 射 強 度 ー60 9B 以下 
標準 装 筑 マイ ク は , PTT/UP/DWIN の リモ コン スイ ッ オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト を 取付 ける と 受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー ヘ テロ ダイ ン 方 式 
チ の 他 に , この UP/DWN の 訓 混 作 防 止 用 の ロッ クス 37 通り の トー ンス ケル チ 運 用 が で きま す 。 受 中 剛 周 波 数 10.7MHz/455KHz 30.825 MHz/455 kHz 
イッ チ 付 で す 。 ま た ボディ ー は 手 に な じ む ディ アタ イブ 貞昌 12dB SINAD 一 6dB な 
の マイ ク で す 。 男 そ の 他 の 機能 部 | 選 所 度 6kHz 以上 /ー6 9B ・ 土 12kHz 以下 /ー60 dB 
フロ ント パネ ル 面 の キー ロッ ク 槍 能 ス イッ チノ 送受 信 間 財 商科 65 ビタ ジ の に 
男 ス キャ ン 機 能 は 4 種類 周波 数 を 反転 する リ パ ー ス スイ ッ チ ノン メモ リー スキ ッ プ JAIA (日 本 アマ チュ ア 無 線 機器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 
① プ ログ ラム スキ ャ ン 機能 ノ ス プリ ッ ト 運 用 機 等 。 で 測定 し た も の で す 。 (1 部 社内 測定 法 を 含む 。) 
VFO モー ド に て , メモ リー チャ ン ネ ル の Ab チャ 
ン ネ ル に スキ ャ ン さ せ た い 周波 数 範囲 を メモ リー させ 軒 オ プシ ョ ン 
て , スキ ャ ン を スタ ー ト させ る と プロ グラ ム ス キ ャ ン トー ンス ケル チュ ユニット EJ-3U 
に な り ま す 。 \6800 


@ メ モリ ー ス キャ ン 
メモ リー モー ド に お いて , スキ ャ ン を スタ ー ト させ 
る と メモ リー スキ ャ ン に な り ま す 。 
最大 14 チャ ン ネ ル メ モリ ー を スキ ャ ン し ます 。 
④VFO スキ ャ ン 
VFO モー ド に お いて スキ ャ ン を スタ ー ト させ る と 
VFO スキ ャ ン に な り ま す 。 
その 帝 域 全て を 設定 され て いる チャ ン ネ ルス テッ プ 
に て スキ ャ ン し ます 。 


PS 


|5. 参 者 = 省 


5-1. 申請 書 の 書き 方 


本 機 に より アマ チュ ア 無 線 局 の 申請 を する 場合 は , 市 販 


上 の 資格 が , HX で 申請 する 場合 は , 第 2 級 ア マチ ュ ア 無 


1 . ご 全 用 の 前 に ・… 必 ず お 読み くだ さい 。 | 


玉 本 取扱 説明 書 に 記載 され て いる 場合 を 除き , ケー ス な ど 
を 外し , 内 部 に ふれ る こと は さけ て くだ さい 。 内 部 に 手 


を ふれ る と 感電 , 改 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


罰 DC 安定 化 電源 を 使用 する 場合 . ぬれ た 手 で AO 電源 プ 
ラグ の 抜き 差し を 行い ます と 感 宮 する お それ が あり ま 
す 。 絶対 に し な いで くだ さい 。 


の 申請 用 紙 に 下記 の 事項 を まち が いな く 記 載 の うえ 申請 レ 線 技士 以上 の 資格 が 必要 で す 。 
て くだ さい 。 本 機 を 使用 し て 保証 認定 を 受け る 場合 は , 保証 原書 の 送 画 直 称 日 光 の 当たる 所 , 暖房 器具 な ど 発 熱 物 の 近く は さけ 震源 コー ド を 引っ ぱっ た り 無理 に 折り まげ た り , 継ぎ 足 
* 印 の 箇所 に は , 下記 の 表 よ り ぞ れ ぜ ぞ れ の モデ ル に 該当 信 機 系 統 図 の 欄 に 登録 番号 、 ま た は , 送信 機 の 機種 品番 を て くだ さい 。 し た りす る こと は , 通電 し な く な っ た り , ショ ー ト の お 
する 項 を 記入 し て くだ さい 。 記載 すれ ば 送信 機 系 統 図 の 記載 を 省略 する こと が 出来 ま それ が あり ます の で し な いで くだ さい 。 
す 。 ・ 芋 花 びん, 化粧 品 な ど 水 の 入っ た も の は , セッ ト の 上 に 箇 
還 か な いで くだ さい 。 ま た , 湿気 の 多い 所 は ざけ て くだ さ 男 万 一 , 煙 が 出 た り , 変 な 臭い が する 場合 , 電源 スイ ッ チ 
【 無 線 局 免許 申請 書 ] 【 ア マチ ュ ア 局 免許 申請 の 保証 原 い 。 を すばやく OFF に し て , 電源 コー ド を 抜い て くだ さい 。 
21 希望 する 周波 数 の 範囲, 空中線 電力 . 電波 の 型式 無線 設備 等 ・ い 有 1 守 こ 
| 保証 認定 料 その うえ 速やか に 購入 店 また は 最寄り の 当社 サー ビス 窓 
人 環球 8 画 剖 を よく する た め 奏 か ら 10 om くら い 離 し て くだ さ ロ へ ご 連 給 くだ さい 。 
番 な も し く は 名 称 円 い 。 
1 送信 | ネ 7 EE3EEE7i 間 還 チ ュー ナー, テレ ビ な ど , 他 の 機器 に 妨害 を 与え る よう 
| ! 還 ほ こり 抜 動 の 少な お い 安定 し た 場所 に セッ ティ ング し て に 生生 は 時 折半 下 に 光 ぐ だ 
居住 AU くだ さい 。 な 人 o 
人 
、 | 本 付 也 数 9 画 温 度 の 高い 所 や 冷た い 所 か ら 急 に 暖か い 所 へ 移動 し ま 
第 3 送信 提 [本 ヤ ャ に 
Ri IN 画 木 セッ ト は DC 13.8 V (ー) 接地 用 で す お 弄 避 に 各 を 半 滞 お お り ま すら 語 の だ 首 局 の 
吉 4 人 人 SR 動作 に 悪影響 を 与え , 改 隊 の 原因 と な り ま す の で , よく 
開 了 林 休 手数 和 / 乾 爆 させ , 田 を よく 取り 除い て か ら ご 使用 くだ さい 。 
機 | 第 5 送信 機 
本 和 交付 手 幸 ( 


mh 


湖 付 図面 口 送信 欄 系 統 図 | 合計 
( 吟 局 装置 の 過 光 の 記載 を 含む ) ! 
宇 放 設 及び その 他 の 工事 設計 | 3 に 65 れ た 人 に 計 し てい 


22 工 事 設計 | 第 1 送信 機 


発射 可能 [まき 送信 空中 
な 電波 の 線 の 型式 
型式, 財 
当 の 錠 
凌 攻 の 軒 」 と a 
変 憶 の 
729 ソ メ 共 員 
*4 
*5 。 
ネ 6 
電波 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる 
YoR.ftesx| pRatosx|pRtewxloRt2HXlDe ET10H が SX [DR-410SX| OR:412MX| OR-418HX] 0Rz410HX 
144MHz |144MHz| 144MHz | 430MHz |430MHz| 430MHz 
10 25 50 10 25 50 運用 時 の ご ご 
- E 意 : 
・ 3 144MHz 和 希 |144MHz 拓 144MHz 夫 430 MHz 普 |43QMz 氏 | 480MHz 癌 


充分 ご 注意 下さ い s 特に つぎ の よろ な 場所 で の 運用 は 原 
ハム パン ド の 近く に は 、 多く の 連 務 用 無線 局 が 運用 ざれ 則 と し て 行なわ ず 、 必要 な 場合 は 管理 者 の 承認 を 得る よ 
て いま す 。 ご これら の 無線 局 の 近 ぐ で 電波 を 発 敵 する と ア うに し まし ょ う s 、 

マチ ュ ア 無線 局 が 埋没 法令 を 満足 し て いて も 。 思わ 光電 - . 衣 空 機内 、 空港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 業務 用 無線 局 及 ・ 
波 障 守 を 起 じ ず こと が あり ます の で 、 移動 通 8 な ぐに は 、 , び 中 継 局 周辺 な ど 。: : 6 0 


電波 を 発 付す る まえ に 


- ※4 M57747x 1 M57737x1 M57726X1 M57752x 1 M57729x1 M57788MX1 


※5 13.8V 20W 138V 50W 13.8V 90W 13.8V 20W 138V 50W 138V 70W 


・ 6・= 使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て くだ さい 。 


< 。 委 2 ここ | DR-112SX | DR-110SX | DR-112MX|DR-112HK | DR-110HX | DR-412SX | DR-410SX | DR-412MX| DR-412HX1 DR-410HX 


ー18 一 ー-3 一 


接続 


2 に 王 


① 取 付 場所 
ご 使用 の 車種 に より 卓 内 レイ アウ ト は 異 り ます が , 操作 
性 , 安全 運転 の 面 か ら 最適 の 場所 を みつ け て くだ さい 。 
と くに , ひざ が セッ ト に 当ら な い 様 な 場所 を 刻ん で くだ 
さい 。 叉 , 直接 振動 が 伝わる 場所 や , カー ヒー ター の 吹 
出し ロ な ど 車 内 温度 が 上 昇 する 場所 は ざけ て くだ さい 。 


@ 電 源 の 接続 方 法 

本 機 は 13.8V 用 で す 。 ト ラッ ク な ど 24V バッ テリ ー の 
車 は , 直接 接続 する こと は 出来 ませ ん 。 
叉 , (一) 接地 車 で ご 使用 くだ さい 。 ま れ に ( 十 ) 接地 
が あり ます が その 場合 は , 最寄り の 販売 店 又は 当社 サ 
ビス 窓口 で ご 相談 くだ さい 。 
電源 は , 13.8V を ご 使用 くだ さい 。 車 戯 で ご 使用 に な 
る 場合 は バッ テリ ー に 直接 接続 し て くだ さい 。 シ ガー プ 
ラグ を 使用 され ます と , 電源 の 供給 が 不安 定 に な り ま す 
の で , 性 能 が 保持 で きま せん 。 
電源 コー ド の 赤 を プラ ス ( 十 ) 極 に , 黒 を マイ ナス (一 ) 極 
に 接続 し て くだ さい 。 性 を 間違い ます と , トラ ン シ ー 
バー が 壊れ る 事 が あり ます 。 


二 


ビル で 運用 する 場合 


車載 アン グル の 取 稚 方 法 

選 の 様 に 車載 アン グル を 車 に 取り 付け , 付属 ブラ ケッ ト 
ガイ ド を 本 体 に 取り 付け て くだ さい 。 

ガイ ド ① を 車 戦 ア ング ル の 溝 に 先 に 入れ , 押し 上 げ な が 
ら 後に 押し て くだ さい 。 

同時 に ガイ ド ② を 車載 アン グル の 前 の 溝 に 入れ て 本 体 を 


車載 アン グル に 固定 し て くだ さい 。 
ポ デ ィ に 取り 付け る 


Se 
付属 プラ ケッ ト ガ イド 


く 綱 通 孔 5 以上 を あけ た 場合 〉 
ボディ ーーーM5 ナ ッ ト 
IM5 平 ワッ シャ 
M5 スプ リン グ ワ ッ シ ャ 
車載 アン グル M5x20 mm ビス 
< 下 孔 と し て $4 土 0.2 を あけ た 場合 > 


M5 平 ワッ シャ 
車 埋 ア ング ルー IM5x20 mm タッ ピン グ ビ ピス 


4 保 5 555%55%〔{〈{〔 】I 


アフ ター サー ビス 


1. 4 所 定 事項 (ご 購入 店 名 , ご 
購入 日 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 , 大 切 に 
保存 し て くだ さい 。 

2. 保証 期間 一 お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 

正常 な ご 使 必 状態 で この 期間 内 に 万 一 故障 が 生じ た 場合 

は , お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 を 添え て , お 買い 上 げ の 

販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 保 

証書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


3. 保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は お 買い 上 げ の 販売 店 
また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 

修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は お 客 様 の ご 要望 
に より 有料 で 修理 いた し ます 。 

4. アフ ター サー ビス に つい て , ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 


4-2. 故障 と お 考え に な る 前 に 


4-2-1. 受 信 
症 状 原 処 軒 
電源 スイ ッ チ を 入れ て も ディ スプ レ | a. 電源 の ( 十 ) 端子 と (一) 端 字 の 授 | 8. DC 電源 コー ド (付属 品 ) の 赤色 
イ は 何 も 表 示し な い 。 続 が 送 に な っ て いる 。 側 を ( 十 ) 端子 , 黒色 側 を (一) 端 
子 に 正しく 接続 し て くだ さい 。 
b. ヒュ ー ズ が 切れ て いる 。 b. ヒュ ー ズ が 切れ た 原因 に 関す る 修 
理 を し た 後 , 指定 容量 の ヒュ ー ズ 
と 交換 し て くだ さい 。 
HX : 15A 
MX : 10A 
SX :4A 
表示 が 暗い 。 電源 電圧 が 低下 し て いる 。 電源 電圧 は DC 13.8V で す 。 
スピ ー カ ー か ら 斉 が 出 な い 。 a. VOL つま み を 反 時 計 方 向 に 絞り | a. VOL つま み を 適当 な 音量 に セッ 
受信 で き な い 。 すぎ て いる 。 ト し て くだ さい 。 
b. スケ ル チ が 閉じ て いる 。 b. SQL つま み を 反 時 詩 方 向 に 回 し 
て くだ さい 。 
c. トー ンス ケル チ が 動作 し て いる 。 c- トー ンス ケル チ を OFF に し て ぐ く 
だ さい 。 
dd マイ クロ ホン の PTT スイ ツチ が | d. すみ や か に PTT スイ ッ チ を OFF 
押さ ざれ , 送信 状態 に な か っ て いる 。 に し て くだ さい 。 
SCAN キー を 押し て も スキ ャ ン し な | SQL つま み の 調 整 な ど ス キャ ン 動 作 | 一 3-3-2 スキ ャ ン 動 作 
い 。 の 条件 が 満足 し て いな い 。 
メモ リー の バッ クア ッ プ が で き な | パッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 の ー4-3 マイ クロ コン ピュ ー タ ー の 
い 。 命 。 メモ リー バッ クア ッ プ 用 リチウム 電 
池 の 交 換 。 
4-2-2. 送 信 
* 症 '*"" 状 し 。 0 V「 原 回 II 敵 
出力 が 出 な い 。 a. マイ クロ ホン 端子 の 差し 込み 不 完 | a マイ クロ ホン を 確実 に 差し 込ん で 
全 。 くだ さい 。 
b. アン テ ナ の 接続 不良 。 b. アン テ ナ を 確実 に 接続 し て くだ さ 
い 。 


レビ ー タ ー を アク セス で き な い 。 


トー ン 周 波数 な ど レ ビー ター に よる 
交信 の 条件 が 満足 し て いな い 。 3-6 レビ ピーター に よる 交信 。 


っ 3-4-3 トー ン エ ンコ ー ダ ー 


4-3. マイ クロ コソ ピュ ー タ ー の メモ リー バッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 の 交換 


マイ クロ コン ピュ ー タ ー は , リチウム 電池 で バッ クア ッ 
プ さ れ て いま す 。 し た が っ て POWER スイ ッ チ を 切っ て 
も メモ リー は 保持 され ます 。 

リチウム 電池 の 寿命 は 約 5 年 で す 。 


に た 


バッ クア ッ プ され な く な っ た 場合 は , リチウム 電池 の 寿 
命 で す の で , 寺地 の 交換 が 必要 で す 。 電池 の 交換 は , お 買 
い 求 めい た だ いた 販売 店 , また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 邊 
談 く だ さい 。 


3-6. レビ ー タ ー に よる 交信 


1. REV の 文字 が 表示 され て いる 場合 は , REV キー を 押 
し て くだ さい 。 

2. トー ン 周 波数 を 88.5Hz に セッ ト し て くだ さい 。 
(ご 3-4-3 トー ン エ ンコ ー ダ ー) 

3. アク セス し た い レ ビー ター の 周波 数 を 選択 し て くだ さ 
い 。 (一 3-3- 1 周波 数 セッ ト ) 

4. マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ を 押す と , 送信 状態 に 
な り ま す の で マイ クロ ホン に 向っ て 話し て くだ さい 。 


(UHF 機 の み ) 


ご 注意 : 一 一 ピ 
送信 する 前 に , 他 の 通信 に 混信 を 与え な いこ と を お 
確か めく だ さい 。 


5. PTT スイ ッ チ を 放す と 受信 状態 に 戻り ます 。 
[REV キー を 押し て , 相手 局 の 電波 を 直接 受信 で きれ 
ば レビ ピーター を 利用 し な く て も 交信 で きる 可能 性 が あ 
り ま す ] 


3-7. レビ ー タ ー に つい て 
3-7-1. レビ ー タ ー と は 


VHF 項 以 上 の 周波 数 の 電波 は , その 性 質 上 一 般 に 到達 
範囲 は 可 提 距 離 ま た は 地上 流 な ど で 届 く 距 離 と され て いま 
す 。 し か し , 電波 法 の 改正 に より わが 国 も レピータ ー ( ア 
マチ ュ ア 栄 務 用 中 継 局 ) の 利用 が で きる よう に な り , 小 出 
力 の ハン ディ トラ ン シ ー バ パー で も さら に 遠 距離 の アマ チュ 
ア 局 と 交信 する こと が で きる よう に な り ま し た 。 レ ピー 
ター と は 自動 無線 中 継 局 の こと で , シス テム の 原理 は 次 の 
と お り で す 。 

例え ば , A 局 が レビ ピーター の 入力 周波 数 1) で 電波 を 
発 妹 す る と , レビ ー タ ー は その 電波 を 受信 し , 別 の 周波 数 
(f②) に 変換 し た 後 , 一 定 の 出力 で 自動 的 に 送信 し ます 。 B 
局 は , レビ ー タ ー が 送信 した 周波 数 ⑭2) を 受信 し ます 。 


B 局 が 送信 する 場合 は , この 首 の 動作 を し ます 。 ご の よ 
うに し て 自動 中 継が 行わ れ ま す 。 
レビ ー タ ー 局 


3-7-2. JARL 制定 レビ ピー ター 用 入出 力 周波 数 (430 MHz 淀 ) 


入力 周波 数 MHz〉 出力 周 小数 (MHz 入力 周波 数 て MHz〉 出力 周波 数 (MHz〉 

434.02 439.02 434.52 439.52 
434.04 439.04 434.54 439.54 
434.06 439.06 434.56 439.56 
434.08 439.08 434.58 439.58 
434.10 439.10 434.60 439.60 
434.12 439.12 434.62 439.62 
434.14 439.14 434.64 439.64 
434.16 439.16 434.66 439.66 
434.18 439.18 434.68 439.68 
434.20 439.20 434.70 439.70 
434.22 439.22 434.72 439.72 
434.24 439.24 434.74 439.74 
434.26 439.26 434.76 439.76 
434.28 439.28 434.78 439.78 
434.30 439.30 434.80 439.80 
434.32 439.32 434.82 439.82 
434.34 439.34 434.84 439.84 
434.36 439.36 434.86 439.86 
434.38 439.38 434.88 439.88 
434.40 439.40 434.90 439.90 
434.42 439.42 434.92 439.92 
434.44 439.44 434.94 439.94 
434.46 439.46 434.96 439.96 
434.48 439.48 434.98 439.98 
434.50 439.50 


才 16= 


つ 


④① モ ー ビ ル アン テ ナ の 取付 方 法 
同軸 ケー ブル は 500 の も の を , お 使い くだ さい 。 
特に 430 MHz 短 で は 極力 , 損失 の 少な いも の で イン 
ピー ダン ス が 必ず 506 の 430 MHz 用 アン テ ナ を ご 使 
用 くだ さい 。 
モー ビル アン テ ナ は 車 の ボディ に アン テ ナ の 基 台 を 設置 
する 必要 が あり ます 。 確実 に 取り 付け て くだ さい 。 


モー ビル アン デ ナ 取 付図 


ルー フサ イド 天台 


マグ ネッ ト 基 台 


2-2. 固定 で 運用 する 場合 


① 電 源 に つい て 

固定 局 と し て 使用 する 場合 , 安定 化 電源 を ご 使用 くだ さ 
い 。 

送信 時 SX で は 約 3.5A. MX で は 約 6A,HX で は 約 10A 
流れ ます の で 安定 化 電源 の 容量 に は 充分 余 傘 の ある も の 
で , 高安 定 の も の を ご 使用 くだ さい 。 


当社 の 電源 を 使用 され る こと を お すす めし ます 。 
接続 は , 赤色 が ( 十 ), 団 色 が (一 ) と な る 様 に 付属 の リー 
ド 線 で 配線 し て くだ さい 。 


@ 固 定 用 アン テ ナ に つい て 
アン テ ナ は , 交信 する 上 に お いて 極め て 重要 で す 。 性 能 
の 良い アン テ ナ を ご 使用 くだ さい 。 
市 販 さ れ て いる アン テ ナ に は 無 指向 性 の グラ ンド プレ ー 
ン ア ン テ ナ や , 指向 性 の 八木 アン テ ナ な ど が あり ます 。 
運用 目的 , 設置 場所 に 応じ て お 選び くだ さい 。 又 , 同軸 
ケー ブル は , 出来 る だ け 太 いも の を (5D2V 以上 ) 短く 
し て ご 使用 くだ さい 。 5 


13. 搾 = = = 上 則 


3-1. 難 部 の 名 称 と 機能 


3-1-1. フロ ント バネ ル 
トリ 人 


に に | 


門 IMH テ 
mMwv ビ H。5 呈 
@ ーー に | 


ETTESIEcTTMI 還 = 
し CK 
こつ 


9 ⑥ @ @ 


0 メイ ンダ イヤ ル 
送受 信 周波 数 , メモ リー チャ ン ネ ル , 周波 数 ステ ッ プ , 
トー ン 周 波数. オフ セッ ト 周 波 迷 の 選択 に 使用 し ます 。 


@ づ LCD パネ ル 
LCD に , 送受 信 周 波数 ., メモ リー チャ ン ネ ル な ど , そ 
の 時 の 状態 を 表示 し ます 。 (3-1-2. LCD パネ ル ) 


VOL ( 意 量 ) ツマ ミ 
音量 の 調整 に 使用 し ます 。 時計 方 向 に 回 し ます と 音 曇 
が 増加 し ます 。 


⑨SQL (スケ ル チ ) ツマ ミ 
無 信号 受信 時 の ノイ ズ を 消す た め の ツ マミ で す 。 時 計 
方 向 に 回 す と ノイ ズ が 消え ます 。 反 時 計 方 向 に 回 し 切 
る と , ノイ ズ が 聞こ ご えま す 。 


@H/L スイ ッ チ 
送信 出力 を HLow に 切り 換え る スイ ッ チ で す 。 押し 
た 状態 で Low パワ ー に な り ま す 。 


電源 スイ ッ チ 
電源 を ON/OFF する スイ ッ チ で す 。 押し た 状態 で ON 
に な り ま す 。 


⑯ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
ファ ンク ショ ン 機 能 の 設定 を する 時 に 使用 し ます 。 
(… 3-2. ファ ンク ショ ン 機 能 の 説明 ) 


MHz キー 
送受 信 周 波数 を MHz 単位 で 変化 させ る 時 に 使用 し ま 
す 。 こ の キー を 提 す と , 100 kHz 以下 の 桁 が 消え ます 。 
メイ ンダ イヤ ル , 又は マイ クロ ホン の UP/DWN キー に 
より 1 MHz 単位 で 変化 し ます 。 再度 MHz キー を 提 す 
か , マイ クロ ホン の PTT スイ ツチ を 提 す と MHz 動作 
は 解除 され ます 。 


0 @ ⑯ 人 ゆ 


@⑥VFQO/M キー 
押す た びに VFO 動作 と メモ リー 動作 が 交互 に 切り 換 わ 
り ま す 。 メ モリ ー 動 作 時 は メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 の 
左 に M が 表示 され ます 。 


REV キー 
デュ ー ブ レ ックス モ 
えま す 。 

包 SHIFT キー 
デュ ー プ レッ クス モー ド と シン プレ ックス モー ド の 切 
換 を 行い ます 。 デュ ー プ レッ クス モー ド は (一) シフ ト , 
() シフ ト , デュ アル 動作 が あり , SHIFT キー を 押す 
ご と に , (一 ) シフ ト , ( 十 ) シフ ト , デュ アル 動作 。 シ 
ンプ レッ クス の 順に 切り 換 わ っ て ゆき ます 。 


上 TONE キー 
オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (CE よ -3U) を 取り 
付け た 時 に , トー ン エ ンコ ー ダ ー, トー ンス ケル チ 機 
能 を ON/OFF する キー で す 。 UHF 機 の 場合 は 88.5 Hz 
の トー ン の ON/OFF を 行う の に 使用 し ます 。 
(で す -3-4 3-4-3) 

PRI キー 
ブラ イオ リティ ーー 動作 を ON/OFF する キー で す 。 
(ご 3-3-3) 

SCAN キー 
スキ ャ ン 動 作 を ON/OFF する キー で す 。(ー 3-3-2) 


旭 CALL キー 
コー ルチャ ン ネ ル (メモ リー チャ ン ネ ル “C") を 呼び 
出す キー で す 。 コ ー ル テ チャン ネル が 呼び 出さ れる と 
CALL が 表示 され ます 。VFO/M キー で コー ルチャ ン ネ 
ル を 呼び 出す 前 の チャ ン ネ ル に 戻り ます 。 


5 マイ クロ ホン 端 
付属 の マイ クロ ホン を 接続 し て くだ さい 。 


ド の 時 に 送受 信 周 波数 を 入れ 換 


- トー ン エ ンコ ー ダ ー 
(オブ プション EJ-3U 使用 時 ) 


和 2 の 電 F 
痢 0ai 軸 B ュー 


オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト を 取り 付け た 時 に 可 

能 で す 。 

1. TONE キー を 
い 。 

2. 希望 の トー ン 周 波数 を 選択 し に て くだ さい 。 

3. TONE 以外 の キー を 押す と , ENC と , 受信 周波 数 の 表 
示 に 戻り ます 。 

4. トー ンス ケル チ 機 能 も 同時 に 動作 させ た い 時 は , 
TONE キ ー を 押し て くだ さい 。 (一 3-3-4 トー ンス ケル 
チ 機 能 ) 

5. トー シン エン コー ダー 状態 の 時 , 送信 時 に トー ン が 送信 
され ます 。 

6. トー シン エン コー ダー を 解除 する に は , TONE キ ー を 3 

押し て くだ さい 。 


し て トー ン 周 波数 の 表示 に し て くだ さ 


回 


3-5、 リ セッ ト 
@ メモ リー し た 肉 容 を すべ て 消 
@LCD の 表示 が 異常 な 場合 
以上 の 様 な 場合 次 の 方 法 で リセ ッ ト し て くだ さい 。 


する 場合 


1.F キー と VFO/M キー を 同時 に 押し た まま , 電源 を 
OFFON し て くだ さい 。 
2. それ まで の 周波 数 を 消し て , コー ル 周 波数 の 表示 に な 
り ま す 。 
理 す 。 


ます 


Ne LEI 


ae 
の さき 
= こう 


押す 。 


3. リセ ッ ト を 行う と それ ぞ れ 下 の 表 の 様 に な り ま す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル 


・ プ SR ルス テッ プ ・」 


3-4-4. 88.5 Hz トー ン 
UHF 機 は 88.5 Hz の トー ン 発 生 載 を 標準 で 装備 し て いま 


す 。 
1 


PT さそ ルポ ーー た て も | 


| 隔 tm se ak wed ad 
は 邊 FPP Ni 
ein / リ トン | アデ SN 


IT WO Pe の の | 2 ウ カ 
は ジジ 


1. TONE キー を 押し て トー ン 周 波数 の 表示 に し て くだ さ 
れい 。 
2. TONE 以外 の キー を 押し て くだ さい 。 ENC と 受信 周波 
数 の 表示 に 戻り ます 。 
3. 送信 時 に 88.5 Hz が 自動 的 に 送信 され ます 。 
4. 解除 する に は TONE キー を 3 回 し て くだ さい 。 
ご 注意 ) トー ン 周 波数 を 88.5z 以外 に 設定 し て も 
88.5 Hz の トー ン し が 出 ま せん の で 注意 し て く 
だ さい 。 


ー15ー 


3-4. 送信 


送信 する 場合 は , 送受 信 周 波 数 が 同じ シン プレ ックス モー ド と , 送受 信 周 波 致 が 異な る デュ ー ブ プレ ックス モー ド が あり ます 。 


送信 状態 で は ON AIR の 表示 が され ます 。 


3-4-1. シン プレ ックス モー ド 


1. 項 望 の 周 油 数 を 選択 し て くだ さい 。 

2. マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ を 抑 す と 送信 状態 に な 
り ま す 。 

3. マイ クロ ホン に 向かっ て 話し て くだ さい 。 

4. PTT スイ ッ チ を 納 す と 受信 状態 に 戻り ます 。 


3-4-2. デュ ー プ レッ クス モー ド 


デュ ー プ レッ クス モー ド に は 一 シフト, 十 シ フト , デュ ア 


ル の 3 つの 動作 が あり ます 。 


1 (一 ) シフ ト 

1. SHIFT キー を 押し て くだ さい 。 

2. 一 と , シフ ト 周 波数 が 表示 され ます 。 
VHF 機 


3. 希望 の シフ ト 周 波数 を 選択 し て くだ さい 。 


06Mz+16MHz~5MHg 76 MHz0MH セ 1 


時 対向 
4. SHIFT 以外 の キー を 押す と 一 の 表示 と 受信 周波 数 の 表 
示 に 戻り ます 。 


5 


ga9.g.」 


5. (一 ) シフ ト の 状態 で 送信 を する と 受信 周波 数 か ら シ フ 
ト 周 波数 を 引い た 周波 数 を 送信 し ます 。 

例 ) シフ ト 周 波数 5.0 MHz で 受信 周波 数 439.00 MHz 

の 場合 は , 434.00 MHz を 送信 し ます 。 

6. (一 ) シフ ト さ れ た 周波 数 が 下限 の 周波 数 を 越え る 場合 
は 送信 され ませ ん 。 

7. (一 ) シフ ト を 解除 する に は , SHIFT キー を 4 
て くだ さい 。 


回 


押し 


メイ ンダ イヤ ル 


2) ( 十 ) シフ ト 
1. (一 ) シフ ト の 1…3 の 操作 を し て くだ さい 。 
2. 再度 SHIFT キー を 押す と , 十 と シフ ト 周 波数 が 表示 さ 


れ ま す 。 


3. SHFT 以外 の キー を 押す と 十 の 表示 と 受信 周波 数 の 表 
示 に 戻り ます 。 


由 5.7 コ 


| 5.g 


4. す ) シフ ト の 状態 で 送信 する と 受信 周波 数 に シフ ト 周 


波数 を 足し た 周波 数 を 送信 し ます 。 


例 ) シフ ト 周 波数 5.0 MHz で 受信 周波 数 434.00 MHz 


の 場合 は 439.00 MHz に な り ま す 。 


5. ( 十 ) シフ ト さ れ た 周波 数 が 上 限 の 周波 数 を 越え る 場合 


は 送信 され ませ ん 。 


6. ( 十 ) シフ ト を 解除 する に は , SHIFT キー を 4 回 押し 


て くだ さい 。 


3) デュ アル (スプリット 運用 ) 

1. メモ リー チャ ン ネ ル "3" に 送信 し た い 周 波数 を メモ 
リー し て お いて くだ さい 。 

2. SHFT キー を 3 回 押し て くだ さい 。 

3. DUAL の 表示 を し て 受信 周波 数 の 家 示 に 戻り ます 。 


5 だ 表 J7 
4. DUAL の 状態 で は 受信 周波 数 に 関係 な く “d チャ ン ネ 
ル の 周 源 数 で 送信 し ます と スプ リッ ト 運 用 可能 で す 。 

5. DUAL を 解除 する に は , 再度 SHIFT キー を 押し て くだ 

さい 。 


4) REV 動作 

デュ ー プ レッ クス モー ド で REV キー を 提 す と 送受 信 周 波 
数 が 入れ 換わり , REV の 表示 が され ます 。 

PTT スイ ッ チ 以外 の キー を 押す と REV 動作 は 解除 され ま 
す 。 


3-1-2. LCD パネ ル 


ト 。 


め の 9 9 @⑥ @⑬ 
イキ 
REV 十 一 DUAL NO DEGS PRI で CALL 
すす 


す 77 に 
) コ 


省 」 


4】 ん gw 


ーー ナーー 
@ 』 = リ 
S7RF 3 コロ 5 コ 7 コッ ovsn ーー 一 人 ゆ 


BUSY] = = mr sm 


ON_AIR) | 


| 


REV エー pUAL ENG DEC PRI [CALL 
mm cm 
ec | リロ ココ ロロ 
4 す / ロ 
ひ = ーー 」 
] s7RF エ ーー コイ ビ コ 55 コ ァ ーッ ェ ゴ oyER ⑫ 
し Dsy ONAIR| | 


REV 表示 
リバ ー ス 動作 中 に 表示 し ます 。 


@ デ ュー プレ ックス 表示 
デュ ー プ レッ クス モー ド で 動作 中 に 表示 し ます 。 


ENC 表示 
トー ン エ ンコ ー ダ ー 動 作 中 に 表示 し ます 。 


@DEC 表示 
トー ンス ケル チ 動 作 中 に 表示 し ます 。 


@⑥PRI 表示 
ブラ イオ リティ ー 動 作 中 に 表示 し ます 。 


CALL 表示 
コー ルチャ ン ネ ル 呼 び 出 し 中 に 表示 し ます 。 


周波 数 表示 
送受 信 周 波数 , チャ ン ネ ルス テッ プ , トー ン 周 波数 , 
シフ ト 周 波数 を 表示 し ます 。 


。 


デシ マル ポイ ント 
小数 点 家 示 で す 。 送受 信 周波 数 , シフ ト 周 波数 の 場合 は , 
この 表示 より 左側 が MHz に な り ま す 。 チ ャ ン ネ ルス 
テッ プ の 場合 は kHz, トー ン 周 波数 の 場合 は Hz に な り 
ます 。 
スキ ャ ン 動 作 中 は , 点 減 表示 を し ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル で メモ リー スキ ッ プ に 選択 され て 
いる と 消灯 し ます 。 


⑨BUSY 表示 
スケ ル チ が 開い て いる 時 に 表示 し ます 。 


8S/RF メー ター 
受信 時 は S メー ター と し て , 送信 時 は RF メー ター と 
し て 働き ます 。 


⑩ON AIR 表示 
送信 状態 の 時 に 表示 し ます 。 


@M 表示 
メモ リー 動作 中 に 表示 し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー が 
押さ れ て 5 秒間 は 点 減 し て いま す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 
メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を 表示 し ます 。 


3-1-3. リア パネ ル 


| 
MI 


⑩ ア ン テ ナ 端子 
M 型 の アン テ ナ 端 子 で す 。 イン ピー ダン ス は 500 で す 。 


@ 電 源 コ ネクター 
付属 の 電源 コー ド を 接続 し て くだ さい 。 埋 源 コー ド は 
赤色 が プラ ス () 極 , 黒色 が マイ ナス (ー) 極 に な る 
様 正しく 接続 し て くだ さい 。 


@ 外 部 スピ ー カ ー 上 端子 
外部 スピ ー カ ー の 接続 端子 で す 。 イ ン ピ ー ダ ンス は 
89 で す 。 


3-1-4. マイ クロ ホン 


⑯@UP/DWN (アッ プ ノ ダ ウン ) キー 
送受 信 周 波数 , メモ リー チャ ン ネ ル , 周波 数 ステ ッ プ , 
トー ン 周 波数 を アッ プ ま た は ダウ ン さ せる スイ ッ チ で 
す 。 押 し 続け る と 連続 し て 変化 し ます 。 


PTT (プッ シュ ・ ト ゥ ・ ト ー ク ) スイ ッ チ 
押し て いる 隊 , 送信 状態 に な り ま す 。 ま た , スキ ャ ン , 
MHz, 周波 数 ステ ッ プ の 選択 . トー ン 周 波数 の 選択 の 
動作 中 に この スイ ッ チ を 押す と , その 動作 が 解除 され 
ます 。 


@UP/DWN ロッ クス イッ チ 
スイ ッ チ を ロッ ク に する と マイ ク の UP/DWIN キー を 働 
か な くす る こと が で きま す 。 
マイ ク で UP/DWN し た く な い 時 に 使用 し て くだ さい 。 


マイ クロ ホン 端子 接続 図 (セッ ト の 正面 より 見 た 図 ) 


DC5V⑧ ④UP 
③⑬DWN 
NC@⑧ @PTT 
⑨MC 
GND (MC)② GND 


1. VFO プラ イオ リティ ー 


VFO モー ド で PRI キー を 押す と VFO 周波 致 と 表示 中 
の メモ リー チャ ン ネ ル を 交互 に 受信 し ます 。 受信 時 則 
は , VFO 周波 数 5 秒 、 メモ リー チャ ン ネ ル 1 秒 で す 。 
再度 PRI キー を 押す と プラ イオ リティ 動作 は 解除 され 
ます 。 


2. メモ リー プラ イオ リティ ー 


メモ リー モー ド で PRI キー を 押す と , メモ リー チャ ン 
ネル と VFO 周 波数 を 交互 に 受信 し ます 。 受信 時 間 は , 
メモ リー チャ ン ネ ル 5 秒 , VFO 周波 数 1 秒 で す 。 再 
度 PRI キー を 押す と プラ イオ リティ ー 動 作 は 解除 され 
ます 。 


3. コー ルプ ライ オリ ティ ー 


コー ルチャ ン ネ ル 呼 び 出し 状態 で , PRI キ ー を 押す と , 
コー ルチャ ン ネ ル と VFO 周 浪 数 を 交互 に 受信 し ます 。 
受信 時 間 は ,。 コー ルチャ ン ネ ル 5 秒 , VFO 周波 数 1 
秒 で す 。 再 度 PRI キー を 押す と プラ イオ リティ ー 動 作 
は 解除 され ます 。 


593 


オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-3U) 
を 取り 付け た 時 に 動作 し ます 。 


1. TONE キー を 押し て トー ン 周 波数 の 表示 に し て くだ さ 
い 。(ENC の み 表 示さ れ て いま す 。) 


還 
と ェ ーー! I 
オー リー ロニ リー ニ リ ニ ロリ ニ ドド ーー ニー 王 | 


2. メイ ンダ イヤ ル 又 は , マイ クロ ホン の UP キー, DWN 
キー で トー ン 周 小数 を 選択 し ます 。 
3. 再度 TONE キー を 押す と , ENC, DEC の 表示 が され 
て 受信 周波 数 の 表示 に 戻り ます 。 
5 相 」 


ー す 。 』 
ーー 1ー ロ ニ ロ ーーー ドニーーーー 王 


4. トー ンス ケル チ 機 能動 作 時 に は , 受信 し た 信号 中 に 指 


定 さ れ た トー ン 周 波数 が 含ま れ て いな いと スケ ル チ は 
開き ませ ん 。 


5. 再度 TONE キー を 押す と トー ンス ケル チ 機 能 は 解除 さ 


れ ま す 。 
ご 注意 ) トー ンス ケル チ の み の 設 定 は で きま せん 。 


3-3-2. スキ ャ ン 動 作 


SQL ツマ ミ 
SCAN キー 


メイ ンダ イヤ ル 


スキ ャ ン 動 作 を させ る 前 に SQL ツマミ を 時 計 方 向 に 回 し 
て 無 信号 時 に ノイ ズ が 消え る 様 に し て お いて くだ さい 。 
SCAN キー を 押す と スキ ャ ン 動 作 を 開始 し ます 。 無 信号 
時 は 次 の チャ ン ネ ル に 移り ます 。 信号 を 受信 する と その 
チャ ン ネ ル で 一 時 停止 し ます 。 信 号 が 無く な っ て か ら 2 
秒 後に スキ ャ ン を 再開 し ます 。 一 時 停止 中 に メイ ンダ イヤ 
ル を 回 すか , マイ クロ ホン の UP キー 又は DWWN キー を 押 
す と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 


スキ ャ ン 中 は デシ マル ポイ ント が 点滅 し て いま す 。 


スキ ャ ン 動 作 を 解除 する に は , 再度 SCAN キー を 押す か , 
マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ を 押し て くだ さい 。 


注 ) スキ ャ ン は 表示 中 の 周波 数 より 織 始 し ます の で 注意 し 
て くだ さい 。 


1. プロ グラ ム ス キ ャ ン 
VFO モー ド で で きま す 。 
メモ リー チャ ン ネ ル の “A" と *Db" に あら か じ め ス キャ 
ン さ せ た い 周波 数 範囲 を メモ リー させ て お いて くだ さ 
い 。 
SCAN キー を 押す と “A'。 "D" 賠 を その 時 の チャ ン ネ 
ルス テッ プ で スキ ャ ン し て いき ます 。 


PO PF 
下限 周波 数 ーー- ト ーーーーーー ナ ーーー] 上 限 周波 数 
CA "D" どちら が 高い 周波 到 で も か まい ませ ん 。) 


% 3" は メモ リー スキ ッ プ が 
る 沢 され て いる 。 
す 『 す 
1 昌信 | 


ー]12 一 


2. メモ リー スキ ャ ン 
メモ リー モー ド で で きま す 。 
メモ リー チャ ン ネ ル を 順に スキ ャ ン し て いき ます 。 メ 
モリ ー ス キッ プ が 選択 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル 
は 飛び 越し て スキ ャ ン し ます 。 


3. VFO スキ ャ ン 
プロ グラ ム ス キ ャ ン で "AD" を 同じ 周波 数 に し ま 
す と , VFO スキ ャ ン と な り , 下限 周波 数 と 上 限 周波 
数 の 間 を スキ ャ ン し ます 。 


3-2. ファ ンク ショ ン 機 能 の 説明 


F キー を 押す と , 5 秒間 M 表示 が 点 減 し ます 。 
こよ り フ ァ ン クシ ョ ン 揚 能 を 動作 で きま す 。 


M 表示 点滅 中 に 他 の キー を 押す 科 


ーー リー ロー リー リー リー バイ ーー ベー 


3-2-1. チャ ン ネ ルス テッ プ の 選択 


1 3 


4 2 
4 


・ VFO/IM キー で VFO モー ド を 選択 し ます 。 
. ファン クシ ョ ン キ ー を 押し て くだ さい 。M 表示 が 点滅 


し て いる 則 に CH. SP キー (VFO/M キー) を 押し て 
くだ さい 。 


、 現在 の チャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され ます 。 


ルリ ロ 
ーー 


メイ ンダ イヤ ル を 回 す と チャ ン ネ ルス テッ プ が 下記 の 


順 で 変化 し ます 。 


5 kHz 一 * 10kHz 一 * 12.5 kHz へ 、 マ イク ロホ ン の UP キー を 
(し 押す か , メイ ンダ イヤ ル を 


25kHz * 一 20kHz <ー 15kHz 時 計 方 向 に 回 す 。 


. チャ ン ネ ルス テッ プ を 選択 し た ら , ファ ンク ショ ン キ ー 


か , マイ クロ ホン の PTT スイ ツチ を 押し て くだ さい 。 
受信 周波 数 の 表示 に 戻り ます 。 


3-2-2. メモ リー 書 込 


・VFO モー ド で あら か じ め 書 き 込 みた い 周 波数 を 選択 レ 


て お いて くだ さい 。 


. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 
. M 表示 が 点 減 し て いる 間 に メ イン ダイ ヤル 又は マイ ク 


ロホ ン の UP/DWN キー で メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 
し て くだ さい 。 


- MW キー( フ ァ ン クシ ョ ン キ ー) を 押す と メモ リー チャ 


ン ネ ル が 書き 換え られ ます 。 


. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 
.M 表示 が 点滅 し て いる 癌 に LOCK キー (REV) を 押し 


て くだ さい 。 メモリー チャ ン ネ ル の 表示 が し に か わり 
ます 。 


U だ に 計 17 衣 5 


キ 
7 明 5 


ーー モー ロー リー ニード] 


その 時 の 状態 で は , PTT スイ ッ チ 以外 の キー を 受け つ 


け な く な り ま す 。 


. 再度 ファ ンク ショ ン キ ー を 押し た 後に , REV キー を 押 


す と キー ロッ ク 状 態 は 解除 され ます 。 


3-2-4. ビー ブ 音 の ON/OFF 


、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 
. M 表示 が 点滅 し て いる 間 に BEEP キー (TONE) を 提 


し て くだ さい 。 


. ビー ブ 音 の ON/OFF が 入れ 換わり ます 。 


. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 


. VFO/M キー で メモ リー モー ド を 選択 し ます 。 
. メイ ンダ イヤ ル 又 は , マイ クロ ホン の UP/DWN ヨ 


で メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


「 放 ま 人 
# り 明月 Mg 


、M 表示 が 点滅 し て いる 間 に SKIP キー (SCAN) を 押し 


て くだ さい 。 デ シマ ルポ イン ト が 消灯 し ます 。 


、 メ モリ ー ス キャ ン 中 に , メモ リー スキ ッ プ が 選択 され 


て いる メモ リー チャ ン ネ ル は 飛び 越 さ れ ま す 。 


. 再度 ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て . SCAN キー を 押す 


と , メモ リー スキ ッ プ は 解除 され デシ マル ポイ ント が 
点灯 し ます 。 


3-2-6. コー ルチャ ン ネ ル 書 込 


- VFO モー ド で あら か じ め 書 き 込 みた い 周 波数 を 選択 し 


て お いて くだ さい 。 


. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 
.M 表示 が 点 減 し て いる 則 に CALL W キー (CALL) を 


押し て くだ さい 。 


.・ コー ルチャ ン ネ ル が 書き 換え られ ます 。 


3-3. 受信 


3-3-1. 周波 数 セッ ト 


1. VFO モー ド 
メイ ンダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と , 1 クリック に 付 
1 チャン ネル ステ ッ プ だ け 周 波数 が UP し ます 。 又 , 
反 時 計 方 向 に 回 す と 1 クリ ッ ク に 付 1 チャ ン ネ ルス 
テッ プ だ け 周 波数 が DOWN し ます 。 
マイ クロ ホン の UP キー を 1 回 押す と 1 チャ ン ネ ルス 
テッ プ だ け UP し ます 。DWIN キー を 1 回 押す と 1 
チャ ン ネ ルス テッ プ だ け DOWIN し ます 。UP キー, 
DWIN キー は 押し つづ ける と 早送り に な り ま す 。 


回 


2. メモ リー モー ド 

メイ ンダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と 1 クリ ッ ク に 付 1 
チャ ン ネ ル だ け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が UP し ます 。 叉 
反 時 計 方 向 に 回 す と 1 クリ ッ ク に 付 1 チャ ン ネ ル だ 
け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が DOWN し ます 。 

マイ クロ ホン の UP キー を 1 回 押す と 1 チャ ン ネ ル だ 
け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が UP し ます 。DWIN キー を 1 
回 押す と 1 チャ ン ネ ル だ け メ モリ ー チ テ チャンネル が 
DOWN し ます 。UP キー, DWIN キー は 押し つづ ける 
と 早送り に な り ま す 。 


3. コー ルチャ ン ネ ル 
CALL キー を 押し て くだ さい 。CALL の 表示 を し て メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル “C" の 内 容 を 表示 し ます 。 


ご 注意 ) VFO モー ド , メモ リー モー ド と コー ルチャ ン 
ネル の 関係 は 図 の 様 に な り ま す 。 


VFO/M キ ー 
VFO モ ー ド メモ リー モー ド 


CALL キ ー CALL キ ー 
VFO/M キ ー VFO/M キ ー 


コー ルチャ ン ネ ル 


